
平成２０年度 石川県立七尾養護学校珠洲分校 学校評価（中間評価）

【中・長期目標】保護者及び地域の連携をもとに、将来を見据えた指導の充実を図る。

重点目標 具体的取組 主担当 実現状況の達成度判断基準 集計結果 成果と今後の課題 中間評価

① 地域との結び ① 緊急時対応マニュア 生徒指 新たな緊急時対応マニュアルに 緊急対応マニュアルに １回目と２回目は、捜索場所を変えて行った。
つきをめざし ルの見直しと整備を 導課 基づいた捜索訓練を 基づいた捜索訓練を２ それにより、前年度までの訓練範囲を遙かに超
た緊急時対応 行い、捜索訓練を実 Ａ：３回以上実施した。 回実施した。 えた危険箇所などを確認することができた。
マニュアルの 施する。また学校周 Ｂ：２回実施した。 第１回 ４月 ７日 次回１１月中を計画しているが、その際に、学 Ｂ
作成と運用 辺地区向けのマニュ Ｃ：１回実施した。 第２回 ７月１８日 校周辺の区長宛に、緊急時における協力をあお

アルも作成し、配布 Ｄ：実施できなかった。 ぐ場合もあるという地区向けのマニュアルも作
と緊急時の捜索活動 成したい。
の依頼を行う。

② 地域の資源を ① 高等部作業学習や総 高等部 地域における学習活動に関して、 中・高等部の生徒が柿収穫作業を１１月５日
活用した計画 合的な学習の時間な 地域の方々は （水）に実施する予定である。また、収穫した
的教育活動の どで、地域をフィー Ａ：十分満足できた。 柿をアルコール処理し、交流校や県内の養護学 未実施の
展開 ルドとした学習を展 Ｂ：おおむね満足できた。 校、珠洲消防署などに寄贈する予定である。 ため

開し、地域の中で本 Ｃ：あまり満足できなかった。 未実施 ３学期には、珠洲市の高齢者施設や保育所等で 評価なし
校に対する理解者を Ｄ：ほとんど満足できなかった。 絵本の読み聞かせやよさこいソーランの披露な
増やせるような指導 どをする予定である。
計画や指導形態、支
援方法を探求する。

【中・長期目標】特別支援教育の地域におけるセンター的役割を果たすため、地域の学校や関係機関との関係づくりを推し進める。

重点目標 具体的取組 主担当 実現状況の達成度判断基準 集計結果 成果と今後の課題 中間評価

③ 特別支援学校 ① 発達検査等も取り入 教育相 教育相談室での相談内容に満足す アンケート調査の結果 １０月までに１２ケースについて来校相談を実
としての教育 れたアセスメントを 談課 る保護者の割合が は以下のとおり 施した。
相談事業の充 実施し、その結果を Ａ：９割以上である。 Ａ： ３（３７．５％） 定期的に相談室での教育相談を希望するケース
実と精選 活かして教育相談室 Ｂ：８割以上である。 Ｂ： ４（５０．０％） が増えてきたので、アセスメントを実施し、そ B

での相談・支援体制 Ｃ：６割以上である。 Ｃ： １（１２．５％） の結果に基づいた支援計画の提案を行っている。
を充実させる。 Ｄ：６割未満である。 Ｄ： ０（０％） この支援計画を、保育所や学校、医療機関等、

Ａ＋Ｂの割合 本人を支える各機関と共有しながら活用する方
８７．５％ 法を検討している。

② 医療、福祉、保育所、 教育相 専門相談員の相談内容に満足する アンケート調査の結果 １０月までに２７校（保育所、小学校、中学校、
小・中・高等学校と 談課 相談者の割合が は以下のとおり 高等学校）への専門相談（４９回）と巡回相談
の連携を図り、専門 Ａ：９割以上である。 （１０回）を行った。主な内容は、特別支援教
相談活動の充実を図 Ｂ：８割以上である。 Ａ：１７（７７．５％） 育についての研修会講師、校内支援会議での助
る。 Ｃ：６割以上である。 Ｂ：４ （１８．２％） 言、担任などへの助言である。 Ａ

Ｄ：６割未満である。 Ｃ：１ （ ４．５％） 後期はこれに加え、就学や進学に伴う連携支援
Ｄ：０ （０％） 会議を行う予定である。

Ａ＋Ｂの割合
９５．７％

③ 関係機関と連携して 教育相 関係機関との連携会議が 次の３回を計画し、第 次の３回を計画し、第１回の連携会議を実施し
会議や研修会を開催 談課 Ａ：４回実施できた。 １回の連携会議を実施 た。第１回は小中学校職員、医療機関、行政機
し、珠洲市・能登町 Ｂ：３回実施できた。 した。 関、教育相談室による連携支援会議で９名の参
における相談・支援 Ｃ：２回実施できた。 第１回 １０月３０日 加者があった。
体制を充実させる。 Ｄ：１回実施できた。 第２回 １１月１３日 第２回は保育所職員、医療機関、行政機関、 D

第３回 ２月上旬 教育相談室による連携支援会議、第３回は医療
機関、行政機関、教育相談室による連携支援会
議を行う予定である。



④ 少人数を生か ① 珠洲市及び能登町に 小・中 特別支援学級の児童生徒との合同 合同学習を３回実施し 第１回は対象校１２校の内、半数の６校の児童
したきめ細や ある小・中学校の特 学部 学習を た。 生徒が参加し、第２回は対象校９校の内、３校
かな指導と全 別支援学級に在籍す Ａ：３回以上実施した。 第１回 ９月１０日 の児童生徒が参加し、第３回は対象校５校の内、 Ａ
校のつながり る児童生徒を本校に Ｂ：２回実施した。 第２回 １０月 ２日 ２校の児童生徒が参加した。珠洲分校の地理的
を生かした活 招き、音楽や体育な Ｃ：１回実施した。 第３回 １０月 ７日 な条件もあり能登町からの参加が少ないが、学
動の工夫 どの授業において合 Ｄ：実施できなかった。 習内容を検討しながら継続して実施したい。

同学習を実施する。
合同学習に参加して 合同学習を３回実施し、 アンケート結果から、「十分満足できた」と「お
Ａ：十分満足できた。 アンケート結果は おむね満足できた」を合わせると１００％にな
Ｂ：おおむね満足できた。 Ａ：７０％ る。合同学習に参加する児童生徒ならびに担任 Ａ
Ｃ：あまり満足できなかった。 Ｂ：３０％ の教員が参加して良かったと思えるよう、今後
Ｄ：ほとんど満足できなかった。 Ｃ： ０％ も学習内容を工夫していきたい。

Ｄ： ０％

【中・長期目標】小規模校における合理的な学校運営と奥能登の特色を生かした学校運営と教育活動を工夫する。

重点目標 具体的取組 主担当 実現状況の達成度判断基準 集計結果 成果と今後の課題 中間評価

⑤ 小規模校にお ① 各課毎に資料や簿冊 総務課 資料や簿冊の整理及び保管・管理 アンケート調査の結果 各課によってバラツキがあるが、どの課もＡは
ける校務分掌 の整理及び保管・管 が は以下のとおり 一人もお Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
の工夫 理の仕方の見直しな Ａ：十分できた。 らず、Ｂ 総 務 課 ０ １ ０ ０

らびに工夫を行い、 Ｂ：おおむねできた。 Ａ：０（０％） も半数程 教 務 課 ０ １ ２ ０
誰が見てもわかりや Ｃ：あまりできなかった。 Ｂ：９（５６．３％） 度である。 生徒指導課 ０ ２ ０ ０ Ｃ
すいように整備す Ｄ：ほとんどできなかった。 Ｃ：５（３１．２％） 今後も全 進路指導課 ０ １ １ ０
る。 Ｄ：２（１２．５％） 職員に資 保 健 課 ０ １ １ ０

料や簿冊 研 究 課 ０ ２ ０ １
Ａ＋Ｂの割合 の保管・ 教育相談課 ０ １ １ １

５６．３％ 管理をき 計 ０ ９ ５ ２
ちんと行うよう働きかけていく必要がある。

⑥ キャリア教育 ① 全校児童生徒及び保 進路指 「進路だより」を 「進路だより」を４回 「進路だより」を４回発行することをとおして、
の推進 護者へ進路や就労等 導課 Ａ：５回以上発行した。 発行した。 本校や県内の特別支援学校の進路指導や高等部

の情報や作業学習等 Ｂ：４回発行した。 卒業後の進路に関する現状を報告することがで
の様子も含めた「進 Ｃ：３回発行した。 第１号 ６月１１日 きた。 Ｂ
路だより」を定期的 Ｄ：２回以下しか発行できなかっ 第２号 ７月１０日 今後も引き続き進路に関する情報提供を行うと
に発行する。 た。 第３号 ９月 ３日 ともに、保護者から要望があればそれに応じた

第４号 １０月 １日 記事を掲載していきたい。

② 進路、就労等に関し 進路指 「進路研修会」に参加して 「卒業後の進路と生活を考える会 ～施設と学
て、保護者のニーズ 導課 Ａ：十分満足できた。 校の連携～」を１２月２２日（月）に実施する
に応じたテーマを設 Ｂ：おおむね満足できた。 未実施 予定である。 未実施の
定し、関係機関の方 Ｃ：あまり満足できなかった。 能登町の３施設と珠洲市の１施設ならびにハロ ため
を講師に招いて、「進 Ｄ：ほとんど満足できなかった。 ーワークの職員を講師として招聘し、全校の保 評価なし
路研修会」を実施す 護者ならびに教職員を対象に進路・就労に関す
る。 る理解・啓発を図っていきたい。


